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 第Ⅶ章の、延暦 17 年勅から延暦 25 年太政官符に至る制度変遷の背景について、延暦 17
年勅の急激な改革路線に対する反発があったと想定するが、本論全体が実証的な検証を踏
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まえた叙述が多いことから、この場合にも具体的に実証して欲しかった。また論者は、延
暦年分度者制が官僧の概念を根本的な転換を図るものであったと考えるが、どのように変
わるのかという見通しを提示していない。法制史の立場からすると、「一般白丁から課税
免除身分への移行」という得度制の定義はこの後も何ら変わらないのであるから、官僧の
概念を根本的に転換させたとは言えないのである。  
 第Ⅷ章において、権力者が人々を出家得度させたいと考えた背景として、『出家功徳経』
など功徳経典の受容を指摘した点は興味深いが、そこで示された正倉院文書における書写
状況は、ほとんどが一切経の内として書写した史料で、これら功徳経典が単独で書写され
た事例は少なく、具体的に受容された実態を示すものとは断定できない。  
 以上、幾つかの問題点を指摘したが、これらによって本論文の全体的な評価を下げるも
のではない。今後、論者のしかるべき訂正や再考を期待するところである。よって本論文
は博士（文学）の学位を授与するに相応しいものと思料する。  
 
